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(54)【発明の名称】 内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】特別なオートクレーブ装置が不要で、高圧蒸気
滅菌後に内視鏡の温度が使用可能な状態であるか否かの
確認を確実かつ容易に行える互換性に優れた内視鏡シス
テムを提供する。
【解決手段】固定部材６ａによってカート６に一体的に
取り付けられているホワイトバランスキャップ２１は、
凹部２２ａを有する筒状部２２を備え、この筒状部２２
の底面にホワイトバランス調整の被写体部２３を設けて
いる。筒状部２２の内面開口近傍には温度検知手段とし
て赤外線温度センサ２４が配置されている。この赤外線
温度センサ２４にはＣＰＵ等からなる制御部２５が電気
的に接続され、この制御部２５で処理された温度データ
が情報を告知する表示部２６に表示される。制御部２５
は、例えば０．１sec の間隔で随時温度測定を行う一
方、所定時間毎に、測定した温度データの中から最も高
い温度である温度データを表示部２６に表示させる制御
を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡と、
この内視鏡の温度を測定する温度検知手段と、
この温度検知手段で得られた測定値を基に、前記内視鏡
の温度が内視鏡が使用可能な状態であるか否かを判断す
るための情報を告知する告知手段と、
を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、使用後の滅菌処理
を高圧蒸気滅菌によって行う内視鏡を有する内視鏡シス
テムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、細長の挿入部を体腔内に挿入
することにより、体腔内臓器などを観察したり、必要に
応じて処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各
種治療処置の行える医療用の内視鏡が広く利用されてい
る。
【０００３】特に、医療分野で使用される内視鏡は、挿
入部を体腔内に挿入して、臓器などを観察したり、内視
鏡の処置具チャンネル内に挿入した処置具を用いて、各
種治療や処置を行う。
【０００４】このため、一度使用した内視鏡や処置具を
他の患者に再使用する場合、内視鏡や処置具を介しての
患者間感染を防止する必要から、検査・処置終了後に内
視鏡装置の洗滌消毒を行わなければならなかった。
【０００５】近年では、煩雑な作業を伴わず、滅菌後直
ちに使用が可能で、ランニングコストが安価なオートク
レーブ滅菌（高圧蒸気滅菌）が医療機器の消毒滅菌処理
の主流になりつつある。
【０００６】例えば、特開平５－３３７１７１号公報に
は医療機器が収納されるオートクレーブ装置本体の温度
及び前記医療機器の温度を検出する温度検出手段を有
し、前記温度検出手段の出力が前記医療機器の使用が可
能となる基準の温度以下に下がらない場合には扉を開く
のを禁止する扉ロック／アンロック機構を設けたオート
クレーブ装置が示されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記特
開平５－３３７１７１号公報のオートクレーブ装置では
オートクレーブ装置内が滅菌工程時に１３０℃以上の高
温高圧蒸気で満たされるため、温度検出手段の設置が難
しく、オートクレーブ装置の構造が複雑になるという問
題があった。
【０００８】そして、従来よりある既存のオートクレー
ブ装置によって内視鏡を高圧蒸気滅菌した場合について
は何ら考慮がなされていなかった。
【０００９】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、特別なオートクレーブ装置が不要で、高圧蒸気滅
菌後に内視鏡の温度が使用可能な状態であるか否かの確
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認を確実かつ容易に行える互換性に優れた内視鏡システ
ムを提供することを目的にしている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡システム
は、内視鏡と、この内視鏡の温度を測定する温度検知手
段と、この温度検知手段で得られた測定値を基に、前記
内視鏡の温度が内視鏡が使用可能な状態であるか否かを
判断するための情報を告知する告知手段とを具備してい
る。
【００１１】この構成によれば、告知手段に告知された
情報によって、術者は内視鏡の温度が使用可能な温度状
態であるか否かの判断を容易に行える。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図３は本発明の第１実
施形態に係り、図１は内視鏡装置の概略構成を説明する
図、図２はホワイトバランス調整に用いる温度測定装置
付きホワイトバランスキャップを示す図、図３はホワイ
トバランスキャップの構成を説明する図である。
【００１３】図１に示すように本実施形態の内視鏡装置
１は、撮像手段として例えばＣＣＤを備えた電子内視鏡
（以下内視鏡と記載する）２と、照明光を供給する光源
装置３と、撮像手段を制御するとともに前記撮像手段か
ら得られる信号を処理するビデオプロセッサ４と、この
ビデオプロセッサ４に接続されたモニタ５とで主に構成
されている。なお、符号６は前記光源装置３、ビデオプ
ロセッサ４、モニタ５等を載置するカートであり、この
カート６の側部には撮像手段であるＣＣＤの個体差によ
る観察画像の色調のばらつきを補正するホワイトバラン
ス調整を行うホワイトバランスキャップ２１が取り付け
られている。また符号５０はこの内視鏡２を収納する後
述する滅菌用収納ケースである。
【００１４】前記内視鏡２は、細長で可撓性を有する挿
入部１０と、この挿入部１０の基端部に連設する操作部
１１と、この操作部１１の側方から延出する可撓性を有
するユニバーサルコード１２とで構成されている。
【００１５】前記ユニバーサルコード１２の端部には前
記光源装置３に着脱自在なコネクタ１２ａが設けられて
いる。このコネクタ１２ａを光源装置３に接続すること
によって、光源装置３に備えられている図示しないラン
プからの照明光が内視鏡２の図示しないライトガイドを
伝送されて観察部位を照射するようになっている。
【００１６】前記挿入部１０と操作部との接続部分には
急激な曲がりを防止する弾性部材で構成された挿入部折
れ止め部材７ａが設けられ、前記操作部１１とユニバー
サルコード１２との接続部分には同様に操作部折れ止め
部材７ｂが設けられ、そしてユニバーサルコード１２と
コネクタ１２ａとの接続部分には同様にコネクタ部折れ
止め部材７ｃが設けられている。
【００１７】前記内視鏡２の細長で可撓性を有する挿入
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部１０は、先端側から順に硬性で例えば先端面に図示し
ない観察窓や照明窓などを配設した先端硬性部１３，複
数の湾曲駒を連接して湾曲自在な湾曲部１４、微妙な柔
軟性と弾発性とからなる可撓性を有する軟性部である可
撓管部１５とを連設して構成されている。前記湾曲部１
４は、操作部１１に設けられている湾曲操作ノブ１６を
適宜操作することによって湾曲し、観察窓等を配設した
先端硬性部１３の先端面を所望の方向に向けられるよう
になっている。
【００１８】前記操作部１１には前記湾曲操作ノブ１６
の他に先端面に設けた図示しない送気送水ノズルから前
記観察窓に向けて洗滌液体や気体を噴出させる際の送気
操作、送水操作を行う送気送水操作ボタン１７及び先端
面に設けた図示しない吸引口を介して吸引操作を行うた
めの吸引操作ボタン１８、前記ビデオプロセッサ４を遠
隔操作する複数のリモートスイッチ１９や内視鏡２の挿
入部内に配置された処置具チャンネルに連通する処置具
挿入口２０が設けられている。
【００１９】前記コネクタ１２ａの側部には電気コネク
タ部１２ｂが設けられている。この電気コネクタ部１２
ｂには前記ビデオプロセッサ４に接続された信号ケーブ
ル４ａの信号コネクタ４ｂが着脱自在に接続される。こ
の信号コネクタ４ｂを電気コネクタ部１２ｂに接続する
ことによって、内視鏡２の撮像手段を制御するととも
に、この撮像手段から伝送される電気信号から映像信号
を生成して、内視鏡観察画像を前記モニタ５の画面上に
表示する。なお、電気コネクタ部１２ｂには内視鏡２の
内部と外部とを連通する図示しない通気口が設けられて
いる。このため、前記内視鏡２の電気コネクタ部１２ｂ
には前記通気口を塞ぐ圧力調整弁（不図示）を設けた後
述する圧力調整弁付き防水キャップ（以下防水キャップ
と略記する）９ａが着脱自在な構成になっている。
【００２０】また、このコネクタ１２ａには光源装置３
に内蔵されている図示しない気体供給源に着脱自在に接
続される気体供給口金１２ｃや、液体供給源である送水
タンク８に着脱自在に接続される送水タンク加圧口金１
２ｄ及び液体供給口金１２ｅ、前記吸引口より吸引を行
うための図示しない吸引源が接続される吸引口金１２
ｆ、送水を行うための図示しない送水手段と接続される
注入口金１２ｇが設けられている。
【００２１】さらに、高周波処置等を行った際、内視鏡
２に高周波漏れ電流が発生した場合、この漏れ電流を図
示しない高周波処置装置に帰還させるためのアース端子
口金１２ｈが設けられている。
【００２２】前記内視鏡２は、観察や処置に使用された
際、洗滌後、高圧蒸気滅菌を行うことが可能に構成され
ており、この内視鏡２を高圧蒸気滅菌する際には前記防
水キャップ９ａを電気コネクタ部１２ｂに取り付ける。
【００２３】そして、前記内視鏡２を高圧蒸気滅菌する
際、この内視鏡２を滅菌用収納ケース５０に収納する。
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この滅菌用収納ケース５０は、ケース本体であるトレイ
５１と蓋部材５２とで構成され、このトレイ５１には内
視鏡２の挿入部１０、操作部１１、ユニバーサルコード
１２、コネクタ１２ａ等の各部が所定の位置に収まるよ
うに内視鏡形状に対応した図示しない規制部材が配置さ
れている。また、これらトレイ５１及び蓋部材５２には
高圧蒸気を導くための通気孔が複数形成されている。
【００２４】前記内視鏡２に備えられている撮像手段で
あるＣＣＤは個体差による観察画像の色調のばらつきが
あり、これを補正するため、ホワイトバランス調整を行
う必要がある。
【００２５】図２及び図３に示すように前記ホワイトバ
ランスキャップ２１は、固定部材６ａによって前記カー
ト６に一体的に取り付けられている。前記ホワイトバラ
ンスキャップ２１は、略筒状に形成した挿入部１０の先
端側が配置される凹部２２ａを有する筒状部２２を備
え、この筒状部２２の底面にはホワイトバランス調整の
際の基準色になる白色で形成した被写体部２３が設けら
れている。この筒状部２２の凹部２２ａの深さ寸法は、
前記挿入部１０の先端側から湾曲部１４の一部までを収
納することが可能であり、例えば３０ｍｍから１００ｍ
ｍ程度である。
【００２６】また、前記ホワイトバランスキャップ２１
の筒状部２２の内面開口近傍には温度検知手段として１
つ又は複数の赤外線温度センサ２４が前記筒状部２２の
略中心軸方向に向かって配置されている。この赤外線温
度センサ２４には所定のデータ処理等を行うＣＰＵ等か
らなる制御部２５が電気的に接続されており、この制御
部２５で処理された前記赤外線温度センサ２４で測定さ
れた温度データのうち所定の温度データが情報を告知す
る告知手段である表示部２６に出力されて表示されるよ
うになっている。
【００２７】前記制御部２５は、図示しないキャップ部
電源スイッチをＯＮ状態にした測定開始直後より、例え
ば０．１sec の間隔で随時温度測定を行う一方、所定時
間（例えば１０秒間）毎に、測定した複数の温度データ
の中から最も高い温度である温度データを表示部２６に
表示させる制御を行う。そして、前記キャップ部電源ス
イッチがＯＦＦ状態に戻されるまで繰り返し前述した動
作を行う。
【００２８】つまり、本実施形態のホワイトバランスキ
ャップ２１は、温度測定部及び温度表示部を有する内視
鏡温度測定装置を備えたホワイトバランスキャップであ
る。
【００２９】ここで、内視鏡２を高圧蒸気滅菌する際の
代表的な条件について説明する。この代表的な条件とし
ては米国規格協会承認、医療機器開発協会発行の米国規
格ＡＮＳＩ／ＡＡＭＩ  ＳＴ３７－１９９２に、プレバ
キュームタイプで滅菌工程１３２°Ｃで４分、グラビテ
ィタイプで滅菌工程１３２°Ｃで１０分とされている。
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【００３０】高圧蒸気滅菌の滅菌工程時の温度条件につ
いては、高圧蒸気滅菌装置の形式や滅菌工程の時間によ
って異なるが、一般的には１１５°Ｃから１３８°Ｃ程
度の範囲で設定される。滅菌装置の中には１４２°Ｃ程
度に設定可能なものもある。
【００３１】時間条件については滅菌工程の温度条件に
よって異なる。一般的には３～６０分程度に設定され
る。滅菌装置の種類によっては１００分程度に設定可能
なものもある。
【００３２】そして、この工程での滅菌装置内の圧力は
一般的には大気圧に対して＋０．２ＭＰａ程度に設定さ
れる。
【００３３】次に、一般的なプレバキュームタイプにお
ける内視鏡の高圧蒸気滅菌工程を簡単に説明する。ま
ず、滅菌対象機器である内視鏡２の電気コネクタ部１２
ｂには防水キャップ９ａが取り付け、滅菌用収納ケース
５０に収容し、滅菌装置内に配置する。前記電気コネク
タ部１２ｂに防水キャップ９ａを取り付けたことによ
り、圧力調整弁が閉じた状態になって前記通気口を塞
ぐ。すなわち、内視鏡２の内部と外部とが水密的に密閉
される。そして、高圧滅菌工程前の滅菌装置内を減圧状
態（プレバキューム工程）にする。
【００３４】なお、このプレバキューム工程とは、滅菌
工程時に滅菌対象機器の細部にまで蒸気を浸透させるた
めの工程であり、滅菌装置内を減圧させることにより、
滅菌対象機器全体に高圧高温蒸気が行き渡るようにな
る。このプレバキューム工程における滅菌装置内の圧力
は、一般的に大気圧に対して－０．０７～－０．０９Ｍ
Ｐａ程度に設定される。
【００３５】しかし、プレバキューム工程において、滅
菌装置内の圧力が減少すると、内視鏡２の内部圧力に対
して外部圧力が低くなって圧力差が生じる。すると、前
記防水キャップ９ａの圧力調整弁が開いて、前記通気口
を介して内視鏡２の内部と外部とが連通状態になる。こ
のことによって、圧力差が大きく生じることを防ぐ。つ
まり、内視鏡２が内部圧力と外部圧力との圧力差によっ
て破損することが防止される。
【００３６】次に、滅菌装置内に高圧高温蒸気を送り込
んで滅菌を行う（滅菌工程）。この滅菌工程においては
滅菌装置内が加圧される。すると、内視鏡２の内部圧力
より外部圧力の方が高くなるような圧力差が生じる。こ
のため、前記防水キャップ９ａの圧力調整弁が閉じ、高
圧蒸気が通気口を通過して内視鏡内部に侵入することを
遮断する。
【００３７】しかし、高圧蒸気は、高分子材料で形成さ
れている前記可撓管１５の外皮チューブ１５ｃや内視鏡
２の外装体の接続部に設けられたシール手段であるフッ
素ゴムやシリコンゴム等で形成されたＯリング等を透過
して内視鏡内部に徐々に侵入していく。
【００３８】このとき、内視鏡２の外装体にはプレバキ
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ューム工程で減圧された圧力と滅菌工程で加圧された圧
力とが加算された、外部から内部に向けた圧力が生じた
状態になる。
【００３９】次いで、滅菌後の滅菌対象機器を乾燥させ
るため、滅菌工程終了後、滅菌装置内を再度減圧状態に
して乾燥（乾燥工程）を行う。この乾燥工程では、滅菌
装置内を減圧して滅菌装置内から蒸気を排除して滅菌装
置内の滅菌対象機器の乾燥を促進する。この乾燥工程に
おける滅菌装置内の圧力は一般的には大気圧に対して－
０．０７ＭＰａ～－０．０９ＭＰａ程度に設定される。
なお、前記乾燥工程は必要に応じて任意に行うものであ
る。
【００４０】滅菌工程後の減圧工程では、滅菌装置内の
圧力が減少して内視鏡２の内部圧力より外部圧力が低く
なるような圧力差が生じる。この圧力差が生じると略同
時に前記防水キャップ９ａの圧力調整弁が開き、通気口
を介して内視鏡２の内部と外部とが連通状態になり、内
視鏡内部と外部との間に大きな圧力差が生じることが防
止される。そして、内視鏡２の内部圧力と外部圧力と略
等しくなると前記防水キャップ９ａの圧力調整弁が閉じ
る。そして、減圧工程が終了し、装置内は大気圧とな
る。
【００４１】なお、高圧蒸気滅菌全工程終了時、内視鏡
２の外装体には減圧工程で減圧された分、外部から内部
に向けた圧力が生じた状態になる。そして、防水キャッ
プ９ａを電気コネクタ部１２ｂから取り外すことによ
り、前記通気口によって内視鏡２の内部と外部とが連通
して、内視鏡２の内部は大気圧となり、内視鏡２の外装
体に生じていた圧力差による負荷がなくなる。
【００４２】上述したように滅菌工程中、内視鏡２の内
部及び外部は高圧蒸気にさらされるので、前記滅菌装置
内より取り出す際の温度は、冷却工程のない高圧蒸気滅
菌装置の場合では、一般的に８０℃～１３０℃程度であ
る。
【００４３】高圧蒸気滅菌済みの内視鏡２を使用するに
当たって、まず、検査前にホワイトバランス調整を行
う。そのため、前記キャップ部電源スイッチをＯＮ状態
にする。そして、前記内視鏡２の挿入部１０先端側をホ
ワイトバランスキャップ２１の凹部２２ａ内に挿入させ
て、この挿入部１０の先端面を被写体部２３に当接さ
せ、被写体部２３を撮像しながらホワイトバランス調整
を行う。
【００４４】この挿入状態及びホワイトバランス調整状
態のとき、前記ホワイトバランスキャップ２１に設けら
れている赤外線温度センサ２４は、凹部２２ａ内に挿入
されてくる先端硬性部１３から湾曲部１４までの外表面
の温度を測定する。そして、この赤外線温度センサ２４
で測定された温度データを、制御部２５で所定の処理を
行い、表示部２６に温度を表示させる。
【００４５】このとき、前記表示部２６に表示された温
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度が例えば４０℃以上である場合には、検査を始めずに
前記内視鏡２の冷却を行う。一方、前記表示温度が４０
℃以下の場合には内視鏡検査可能な状態であると判断し
て、ホワイトバランス調整完了後内視鏡検査を開始す
る。
【００４６】なお、前記表示温度が４０℃のとき、この
４０℃が体温と略同等の温度であるので、内視鏡検査の
際、被検者がほとんど違和感を感じない温度である。つ
まり、この温度を内視鏡検査を行うか否かを判断する基
準温度にしている。
【００４７】このように、内視鏡検査前に必ず使用され
るホワイトバランス調整用のホワイトバランスキャップ
に赤外線温度センサ等の温度検知手段を設け、この赤外
線温度センサで測定した結果を表示部に表示させること
によって、通常のホワイトバランス調整作業と略同様の
作業で内視鏡の挿入部の温度の確認を確実に行うことが
できる。このことによって、高圧蒸気滅菌後の内視鏡の
温度が使用可能な状態であるか否かの確認を容易に行え
る。
【００４８】また、内視鏡の挿入部の先端面をホワイト
バランス調整のために被写体部に当接させているので、
確実に所定位置までの温度測定を行うことができる。
【００４９】このことによって、ホワイトバランス調整
の際、通常、作業者は可撓管部を把持するので、この可
撓管部の温度の認識を手で直接的に行える一方、通常検
査開始まで作業者が触れない湾曲部より先端側の温度を
表示部にて確認して作業者は挿入部全体の温度の把握を
行える。
【００５０】さらに、温度検知手段として測定対象物に
対して非接触で測定可能な赤外線温度センサを用いたこ
とによって、接触状態等によって生じる測定温度のばら
つきをなくして正確な温度測定を行うことができる。
【００５１】なお、本実施形態においては、内視鏡２に
温度を検知するための特別な構成が不要であるととも
に、光源装置３、ビデオプロセッサ４、モニタ５等の外
部装置にも温度検知のための特別な構成が不要である。
つまり、内視鏡及び外部装置に既存のものが使用可能で
ある。また、前記制御部２５では赤外線温度センサ２４
で所定の間隔で温度を随時測定させる一方、所定時間内
で測定した温度データの中から最も高い温度データを表
示部２６に表示させる制御を行うようにさせているが、
赤外線温度センサ２４で測定した温度をリアルタイムで
表示部２６に表示させる制御であってもよい。
【００５２】なお、図４の温度測定装置付きホワイトバ
ランスキャップの他の構成を説明する図に示すように前
記制御部２５に前記赤外線温度センサ２４が測定した最
高温度ｔと、予め設定した基準値Ｔと比較する比較部２
５ａ及びこの比較部２５ａでの比較結果がｔ＞Ｔの場合
にこの温度データｔに基づいて内視鏡２の温度が基準値
Ｔに冷却されるまでの予想時間を算出する予想時間算出
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部２５ｂと設けてホワイトバランスキャップ２１ａを構
成するようにしてもよい。
【００５３】このことにより、前記制御部２５では、比
較部２５ａでの比較結果がｔ＞Ｔの場合には、前記表示
部２６に使用不可の旨のメッセージ、或いは図、記号、
色等を表示させるとともに図示しないスピーカーより警
告音を発生させ、その後、前記予想時間算出部２５ｂで
得られた予想時間を表示部２６に表示させる制御を行
う。
【００５４】そして、予想時間が経過したなら再びホワ
イトバランスキャップ２１ａを用いて温度の確認を行
う。なお、前記制御部２５では、前記比較部２５ａでの
比較結果がｔ＜Ｔの場合、使用可能の旨のメッセージや
図、記号、色等を表示させる制御を行う。
【００５５】このように、赤外線温度センサで得られる
温度データと基準値との比較結果を基に、内視鏡が使用
可能な温度であるか否かを告知することによって使用者
は迷うことなく容易に適切な判断を行うことができる。
【００５６】また、予想時間算出部によって、内視鏡が
冷却されるまでの予想時間が算出され、表示部にその予
想時間が表示されるので、何度も温度確認する手間を省
いて、検査開始可能なおよその時間まで、検査準備作業
等、他の作業を行える。
【００５７】図５及び図６は本発明の第２実施形態にか
かり、図５はカートに設けたスコープハンガーと内視鏡
とを説明する図、図６は図５のＡ－Ａ線断面図であり、
スコープハンガーに設けた温度センサと内視鏡との関係
を説明する図である。
【００５８】図５及び図６に示すように本実施形態にお
いては、前記カート６に設けられている非検査時に内視
鏡２を保持するためのスコープハンガー３０に温度検知
手段として熱電対等で形成した接触型温度センサ２７を
設けるとともに、告知手段である表示部２６を設けてい
る。
【００５９】前記スコープハンガー３０には内視鏡２の
操作部１１及び操作部折れ止め部材７ｂを保持する保持
部３１が設けられており、この保持部３１の所定位置に
前記接触型温度センサ２７が前記操作部折れ止め部材７
ｂの表面に接触するように配置されている。その他の構
成は前記第１実施形態と同様であり、同部材には同符合
を付して説明を省略する。
【００６０】高圧蒸気滅菌後の内視鏡２を、スコープハ
ンガー３０に保持する。すると、前記内視鏡２の操作部
折れ止め部材７ｂに前記接触型温度センサ２７が接触す
る。すると、図示しない制御部からの指示に基づいて前
記操作部折れ止め部材７ｂの表面温度の測定を行わせる
一方、この測定した温度データの中から所定の温度デー
タを前記表示部２６に表示させる。
【００６１】このように、本実施形態においては、検査
前に必ず内視鏡が保持されるスコープハンガーに接触型
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温度センサ及び表示部を設けたことによって、検査開始
時まで温度測定のために内視鏡に触れることが防止され
るので、滅菌状態を確実に保持することができる。その
他の作用及び効果は前記第１実施形態と同様である。
【００６２】図７は本発明の第３実施形態にかかるリー
クテスターを説明する図である。図に示すように本実施
形態においては、前記内視鏡２を水没下に配置し、この
内視鏡２の内部を加圧して穴あき等の破損を検知するリ
ークテスター３５に温度検知手段である赤外線温度セン
サ２４を設けるとともに、告知手段である表示部２６を
設けている。
【００６３】前記赤外線温度センサ２４は、前記内視鏡
２の挿入部１０の先端側部が挿入配置される温度検査穴
３５ａの内面開口近傍に設けられている。このことによ
って、前記第１実施形態と同様に、温度検査穴３５ａ内
に挿入されてくる先端硬性部１３から湾曲部１４までの
外表面の温度の測定を行える。
【００６４】なお、前記リークテスター３５には加圧ポ
ンプ３６と、内視鏡２にこの加圧ポンプ３６からの加圧
空気を導入する接続管路３７とが設けられている。その
他の構成は上述した実施形態と同様であり、同部材には
同符合を付して説明を省略する。
【００６５】このように、比較的安価な装置であるリー
クテスターに温度検知手段及び告知手段を設けることに
よって、たとえ検査によってホワイトバランスキャップ
やスコープハンガーを有するカートが使用されている場
合でも、リークテストを行うことによって、内視鏡の温
度検知を行うことができる。その他の作用及び効果は上
述した実施形態と同様である。
【００６６】図８は本発明の第４実施形態にかかる内視
鏡システムの他の構成例を説明する図である。図に示す
ように本実施形態においては、前記内視鏡２のコネクタ
１２ａ内部に温度検知手段として温度センサ２８を設け
ている。そして、告知手段を前記モニタ５としている。
【００６７】このため、本実施形態では前記ビデオプロ
セッサ４に比較部２５ａ，予想時間算出部２５ｂを備え
た制御部２５Ａを設けている。なお、符号２９は、前記
内視鏡２のＣＣＤを制御し、このＣＣＤで得られた電気
信号を画像信号に処理する画像制御部である。
【００６８】前記温度センサ２８と電気コネクタ部１２
ｂとは信号ライン２８ａによって接続され、この電気コ
ネクタ部１２ｂに信号ケーブル４ａを接続することによ
ってビデオプロセッサ４に設けられた前記制御部２５Ａ
に接続されている。なお、制御部２５Ａは、画像制御部
２９と電気的に接続されている。
【００６９】高圧蒸気滅菌終了後、内視鏡検査の準備を
行うため、内視鏡２を信号ケーブル４ａを介してビデオ
プロセッサ４に接続する。すると、温度センサ２８と制
御部２５Ａとが電気的に接続され、このことによって、
制御部２５Ａの比較部２５ａによって温度センサ２８で
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測定された温度データの基準値Ｔとの比較が行われる。
【００７０】ここで、比較結果がｔ＞Ｔの場合には画像
制御部２９を介してモニタ５の画面上に内視鏡２の温度
が使用に適さない旨のメッセージや図、記号を表示させ
るとともに、図示しないスピーカーにより警告音を発生
させ、前記予想時間算出部２５ｂによって算出された予
想時間を表示させる。そして、この制御部２５Ａでは、
一定時間毎、例えば３分ごとに温度センサ２８で測定さ
れた温度データを比較部２５ａにて比較し、判定を行う
とともに予想時間算出部２５ｂで使用可能な温度になる
予想時間を算出して、モニタ５の表示を更新し、警告音
を発生させる。
【００７１】そして、比較結果がｔ＜Ｔに変化したと
き、前記警告音と明確に区別できる音や音声を発生させ
るとともに、モニタ５の画面表示を変化させて内視鏡２
の温度が使用可能な状態になったことを告知する。
【００７２】このように、温度センサを内視鏡に設け、
この温度センサを制御する制御部を外部装置であるビデ
オプロセッサに設け、告知手段を内視鏡検査に必要な外
部装置であるモニタとしたことによって、検査前に確実
に温度の検知を行うことができる。
【００７３】なお、この実施形態において比較結果がｔ
＞Ｔの場合、上述した告知を行うとともに、前記制御部
２５Ａから、画像制御部２９から内視鏡２の撮像手段へ
電源供給を強制的に停止させたり、モニタ５の画面上へ
の観察画像の表示を停止させたり、光源装置３から内視
鏡２への照明光の供給を停止させる等の制御を行うよう
にしてもよい。
【００７４】また、湾曲部の湾曲操作を電気的に行うタ
イプの内視鏡では湾曲操作にかかわる電気の供給を停止
させるようにしてもよい。これらの制御を行うことによ
り、内視鏡２を強制的に検査に使用できない状態にし
て、内視鏡が誤使用されることを確実に防止することが
できる。
【００７５】なお、これらの制御を行った場合でも、モ
ニタ５の画面上には内視鏡２の温度が使用に適さない旨
のメッセージ等が告知されたままの状態にしているの
で、作業者が内視鏡２の故障と間違えることがない。
【００７６】また、本実施形態においては制御部２５Ａ
をビデオプロセッサ４に設けているが、この制御部２５
Ａを設ける装置はビデオプロセッサ４に限らず、光源装
置３等であってもよい。つまり、検査時に内視鏡２に接
続されて使用される外部装置であればいかなるものであ
ってもよい。
【００７７】さらに、内視鏡２に温度センサ２８ととも
に、制御部２５やモニタの画面やスピーカーにかわる告
知手段を設けるようにしても良く、この場合には特別な
外部装置を不要にして、既存の外部装置の使用を可能に
して互換性が良くなる。
【００７８】又、温度センサ２８の配置位置はコネクタ
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１２ａの内部に限定されるものではなく、挿入部１０の
先端部の図示しないＣＣＤ近傍に設けるようにしてもよ
く、内視鏡２に設けられていればよい。
【００７９】ところで、前記特開平５－３３７１７１号
公報のオートクレーブ装置では、内視鏡が冷却されるま
で内視鏡をオートクレーブ装置から取り出すことができ
ないため、高圧蒸気滅菌のサイクルタイムが長くなって
しまう。したがって、症例間の滅菌には適さず、又、多
数の内視鏡がある場合には全てを滅菌処置するのに非常
に時間がかかるという問題があった。
【００８０】また、特開平６－１０５７９６号公報には
オートクレーブ滅菌後、換気装置によって乾燥用管路の
換気を行い、スコープ内部を除湿して乾燥、冷却を行う
ことが示されているが、内視鏡の内部のみを乾燥、冷却
する構成であるため、内視鏡の外表面が冷却されず、冷
却に時間がかかるという不具合があった。
【００８１】このため、高圧蒸気滅菌のサイクルタイム
の短縮及び高圧蒸気滅菌後の内視鏡の冷却時間の短縮が
可能な内視鏡システムが望まれていた。
【００８２】図９及び図１０は高圧蒸気滅菌工程後に高
温となっている内視鏡を冷却する冷却装置に係り、図９
はトレイと送気ポンプとの関係を説明する図、図１０は
収納ケースに内視鏡を収納した状態を示す図である。図
９及び図１０に示すように本実施形態においては滅菌用
収納ケース５０に送気ポンプ６０を組み合わせる構成に
なっている。
【００８３】本実施形態の滅菌用収納ケース５０のトレ
イ５１ａには送気チューブ６１を介して送気ポンプ６０
が接続されるようになっている。前記送気チューブ６１
は、トレイ５１ａの側部に設けられて内外を連通する気
体導入口５３に着脱自在に接続される。
【００８４】前記トレイ５１ａには内外を連通して高圧
蒸気滅菌時に内部に蒸気を導入する複数の通気孔５１ｂ
が設けられている。また、トレイ５１ａ内には収納配置
される内視鏡２の各部の位置を規定して挿入部１０の曲
げ形状を所定形状に規制する規制部５４が設けてある。
【００８５】ここで、内視鏡２の冷却作業について説明
する。内視鏡２の高圧蒸気滅菌が終了したなら、前記内
視鏡２の電気コネクタ部１２ｂから防水キャップ９ａを
取り外す。このことによって、電気コネクタ部１２ｂに
設けられている図示しない通気口が開放状態になる。
【００８６】次に、送気ポンプ６０の送気チューブ６１
を気体導入口５３に接続する。そして、前記送気ポンプ
６０によって外気をトレイ５１ａ内部に強制的に送り込
む。このトレイ５１ａ内に送り込まれた外気は、前記通
気孔５１ｂよりトレイ５１ａの外部に排出されていく。
このことにより、トレイ５１ａ内が随時換気される。
【００８７】また、前記送気ポンプ６０によって送り込
まれた外気は、前記通気口より内視鏡２の内部にも導入
されて、内視鏡内の空気も換気させる。つまり、内視鏡
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２の外表面及び内部は、送気ポンプ６０によって送り込
まれる外気によって冷却される。
【００８８】このように、内視鏡が収納されるトレイ内
に送気ポンプからの外気を送り込むことによって、高圧
蒸気滅菌後の内視鏡の外表面及び内部に外気が行き渡た
らせて冷却時間を大幅に短縮させることができる。
【００８９】また、挿入部の曲げ形状が規制部によって
所定の形状に規制されているので、高温状態で軟化して
いる外皮が急速に冷却されることによって、急激な曲が
り癖がつくことを防止することができる。
【００９０】なお、気体導入口を設けたトレイを冷却専
用の収容器としてもよい。また、この収容器に内視鏡を
複数収納できるようにしてもよい。そして、その場合に
は送気ポンプの代わりに収納器自体に、外気を容器内に
導入したり、排気する送風ファン等を設けるようにして
もよい。
【００９１】図１１は高圧蒸気滅菌工程後に高温となっ
ている内視鏡を冷却する冷却用収納容器の構成を説明す
る図である。本実施形態においては図１１に示すよう
に、前記滅菌用収納ケース５０と送気ポンプ６０とを組
み合わせる構成の代わりに、滅菌用収納ケース５０を収
納する冷却用収納容器７０と換気冷却装置７５とを組み
合わせる構成にしている。
【００９２】前記冷却用収納容器７０には気体導入口７
１と気体排出口７２とが設けてある。この気体導入口７
１には換気冷却装置７５に設けられている冷却器７６に
接続されて冷却風を送気する送気ポンプ７７に接続され
た送気チューブ７７ａが着脱自在に接続されている。
【００９３】一方、前記気体排出口７２には吸引ポンプ
７８に接続された吸引チューブ７８ａが接続されてい
る。そして、これら吸引ポンプ７８、冷却器７６、送気
ポンプ７７は、制御部７９に接続されて、それぞれの動
作が制御されるようになっている。
【００９４】なお、冷却用収納容器７０内は前記気体導
入口７１と気体排出口７２以外は外部に対して密閉され
る構造であり、前記吸引ポンプ７８は締切り時の圧力で
大気圧に対して－０．０７ＭＰａ～－０．１５ＭＰａ程
度の能力を有している。
【００９５】ここで、内視鏡２の冷却作業について説明
する。内視鏡２の高圧蒸気滅菌が終了したなら、内視鏡
２が収納された滅菌用収納ケース５０を冷却用収納容器
７０内に収納し、この冷却用収納容器７０を密閉状態に
する。
【００９６】次に、制御部７９の制御により吸引ポンプ
７８の動作を開始させる。すると、冷却用収納容器７０
内及び滅菌用収納ケース５０内の内部圧力が大気圧に対
して－０．０７ＭＰａ～－０．１５ＭＰａ程度に下が
る。前記内部圧力が内視鏡２の内部圧力よりも下がるこ
とにより、防水キャップ９ａの圧力調整弁が開状態にな
って、内視鏡内の高圧蒸気滅菌によって湿度の高くなっ
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ている空気が外部へ放出されていく。そして、内視鏡２
の内部圧力が前記内部圧力と略等しくなると圧力調整弁
が閉状態になる。
【００９７】次いで、制御部７９では送気ポンプ７７を
作動させ、気体導入口７１から冷却用収納容器７０内に
冷却空気を送り込む。すると、滅菌用収納ケース５０及
び内視鏡２が冷却される。この滅菌用収納ケース５０及
び内視鏡２の冷却に使用された冷却空気は、随時、吸引
ポンプ７８により気体排出口７２より排出されていく。
【００９８】そして、前記制御部７９では前述した吸引
ポンプ７８のみの動作による減圧工程及び送気ポンプ７
７及び吸引ポンプ７８の作動による冷却空気循環工程を
３回繰り返し行わせる。このことによって、内視鏡２の
外表面が冷却されるとともに、内視鏡２内部の高温で湿
気を含んだ空気が略排出されて内視鏡２の内部が冷却、
乾燥される。
【００９９】このように、内視鏡を滅菌用収納ケースに
収納したままの状態で冷却作業を行うことによって、内
視鏡外表面の冷却及び内部の冷却、乾燥を容易に行うこ
とができる。
【０１００】このことによって、内視鏡を滅菌用収納ケ
ースから取り出す作業や防水キャップを取り外す作業が
不要となるので内視鏡２の滅菌状態の確保を確実、かつ
容易に行える。また、上述した高圧蒸気滅菌装置におけ
る乾燥工程を省略することができる。
【０１０１】なお、前記吸引ポンプ７８の代わりに内視
鏡検査室に設備されている、送気ポンプや送気源及び吸
引ポンプを利用し、これらポンプの作動／停止を手動に
よって切り替えるようにしてもよい。また、内視鏡２を
滅菌用収納ケース５０に収納することなく、直接冷却用
収納容器７０に収納するようにしてもよい。この場合、
防水キャップ９ａを電気コネクタ部１２ｂから取り外し
て前記通気口を開口状態にして冷却を行ってもよい。
【０１０２】図１２及び図１３は高圧蒸気滅菌工程後に
高温となっている内視鏡を冷却する内視鏡冷却装置に係
り、図１２は内視鏡冷却装置の構成を説明する図、図1
３は挿入部規制部の構成を説明する図である。本実施形
態においては図１２に示すように複数の内視鏡２を配置
することが可能な挿入部収容部材８１と、冷却水送液装
置８２とで内視鏡冷却装置８０を構成している。
【０１０３】前記挿入部収容部材８１の内部には内視鏡
２の挿入部１０を直線上に収容保持する略パイプ形状の
挿入部規制部８３が複数配置されている。前記挿入部規
制部８３の内径は３０mm程度に形成されており、この挿
入部規制部８３の側面部には図１３に示すように内孔と
外部とを連通する複数の貫通孔８３ａが形成されてい
る。また、前記挿入部収容部材８１には冷却水導入口
（以下導入口と略記する）８１ａと冷却水排出口（以下
排出口と略記する）８１ｂとが設けられている。
【０１０４】前記冷却水送液装置８２には送液ポンプ８
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４と冷却器８５とが設けられており、前記導入口８１ａ
には前記送液ポンプ８４から延出する送液チューブ８６
が接続され、前記排出口８１ｂには送液ポンプ８４に接
続されて排出液が冷却器８５を通過するようにした排出
チューブ８７が接続されている。
【０１０５】前記挿入部収容部材８１には内視鏡２の挿
入部１０の長手方向に伸縮自在に構成されて、前記内視
鏡２の操作部１１を保持する高さ寸法を任意の高さに設
定することが可能な内視鏡保持部８８が設けられてい
る。
【０１０６】また、前記挿入部収容部材８１の内部には
熱伝導性の良い冷却媒体として例えば滅菌水等からなる
冷却液９０が満たされている。この挿入部収容部材８１
の深さ寸法は例えば０．６ｍ～１．５ｍ程度に設定され
ており、挿入部１０の大部分が冷却液９０中に浸漬した
状態になる。
【０１０７】ここで、内視鏡２の冷却作業について説明
する。内視鏡２の高圧蒸気滅菌が終了したなら、内視鏡
２の挿入部１０を挿入部収容部材８１の挿入部規制部８
３に挿入し、内視鏡２の操作部１１を内視鏡保持部８８
に設置し、前記挿入部１０ができるだけ冷却液９０中に
浸漬される状態になるよう、前記内視鏡保持部８８の高
さ調整を行う。このことによって冷却液９０が前記挿入
部規制部８３の貫通孔８３ａ等からこの挿入部規制部８
３内に流入して挿入部１０を冷却する状態になる。
【０１０８】次に、冷却液９０を循環させるために送液
ポンプ８４を作動させる。すると、導入口８１ａから挿
入部収容部材８１内に冷却液９０が流入されるととも
に、排出口８１ｂから冷却液９０が随時排出されてい
く。この排出口８１ｂから排出された冷却液９０は冷却
器８５で冷却された後、再び送液ポンプ８４によって挿
入部収容部材８１内を循環する。
【０１０９】このように、冷却媒体として熱伝導性の良
い液体を用いるとともに、この冷却媒体を冷却器を通し
て循環させることによって挿入部の冷却を効率良く行っ
て冷却時間の短縮を図ることができる。
【０１１０】また、内視鏡の挿入部は、挿入部規制部に
よって直線化された状態で循環する冷却液によって冷却
されるので、高圧蒸気滅菌工程で高温となり軟化してい
る場合でも、冷却によって曲がり癖がつくことを防止す
ることができる。
【０１１１】さらに、内視鏡検査使用時に体腔内に挿入
される挿入部のみを直接冷却する構成であるので、装置
のコンパクト化を図ることができる。
【０１１２】なお、前述したリークテスター３５に冷却
装置を設け、内視鏡２の内部加圧時に冷却空気を送り込
み内部からの冷却を促進させる構成にしてもよい。
【０１１３】図１４及び図１５は高圧蒸気滅菌工程後に
高温となっている内視鏡を冷却する冷却容器に係り、図
１４は冷却容器の構成を説明する図、図１５は図１４の
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Ｃ－Ｃ断面図である。本実施形態においては図１４に示
すように冷却容器９１に内視鏡２の挿入部１０を収納す
る挿入部収納部９２を設けている。この挿入部収納部９
２の断面形状は、図１５に示すように前記挿入部１０の
外形形状と略同一の内径と幅とを有するＵ字溝部９３等
の凹部によって形成されており、この挿入部収納部９２
に前記挿入部１０を収納した際、この挿入部１０の表面
にＵ字溝部表面９３が密着する密着面部になっている。
また、前記冷却容器９１の外表面には外気に対して、こ
の冷却容器９１の放熱性を高めるための複数の放熱フィ
ン９４が設けてある。
【０１１４】なお、挿入部収納部９２は前記挿入部１０
の略全長を収納できるようになっており、例えば０．６
ｍ～２ｍの長さに設定される。また、前記冷却容器９１
は、前記挿入部１０の可撓管部１５や湾曲部１４の表面
を形成する樹脂材料よりも熱伝導率の高い樹脂材料や熱
伝導率が非常に高い例えばアルミ合金等の金属により形
成されている。
【０１１５】ここで、内視鏡２の冷却作業について説明
する。内視鏡２の高圧蒸気滅菌が終了したなら、内視鏡
２を冷却容器９１に収納し、挿入部１０を挿入部収納部
９２に配置させる。すると、前記挿入部１０の熱は、こ
の挿入部１０に接触しているＵ字溝部９３から冷却容器
９１に伝導し、放熱フィン９４によって外気に放熱さ
れ、挿入部１０が冷却される。なお、前記放熱フィン９
４を冷却水等にさらすことによって、内視鏡２を濡らす
ことなく、更に冷却速度を早められる。
【０１１６】このように、内視鏡の表面を形成する樹脂
材料等よりも熱伝導率の高い部材で形成された冷却容器
に内視鏡を配置させることによって、内視鏡を効率よく
速やかに冷却することができる。
【０１１７】なお、前記冷却容器９１を高圧蒸気滅菌可
能な材質で前記トレイ５１を兼ねるように形成してもよ
い。また、冷却容器９１に前記スコープハンガー３０と
同様に内視鏡２の温度検知手段と告知手段とを設けるよ
うにしてもよい。このことにより、前記スコープハンガ
ー３０と同様の効果を得られる。
【０１１８】また、前記挿入部収納部９２を設けた冷却
容器９１の代わりに、図１６（ａ）に示すように前記挿
入部収納部９２の代わりとなる、例えば発泡ポリエチレ
ン等からなる多数の気泡を有する軟質のスポンジ部材９
５を設置した冷却容器９１Ａとしてもよい。このスポン
ジ部材９５には例えば滅菌水等の冷却液を含浸させてお
く。なお、冷却容器９１Ａのその他の形状、材質は前記
冷却容器９１と同様である。
【０１１９】前記スポンジ部材９５の表面の硬度は、内
視鏡２を載置した際、この内視鏡２の自重によって変形
する硬さである。つまり、前記内視鏡２をスポンジ部材
９５上に置くと、図１６（ｂ）に示すように内視鏡２の
挿入部１０や操作部１１等の側面がスポンジ部材９５に
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埋没した状態になる。
【０１２０】ここで、内視鏡２の冷却作業について説明
する。内視鏡２の高圧蒸気滅菌が終了したなら、冷却容
器９１Ａのスポンジ部材９５上に内視鏡２を配置させ
る。すると、内視鏡２の自重によってスポンジ部材９５
が弾性変形して、このスポンジ部材９５が挿入部１０や
操作部１１に密着する。このことによって、スポンジ部
材９５及びこのスポンジ部材９５に含まれている冷却水
によって、冷却される。
【０１２１】このように、冷却容器に冷却液を含浸させ
たスポンジ部材を配置させたことによって、内視鏡の表
面と熱伝導性の良い部材と接触度合い（接触面積）が増
大して冷却効果を大幅に増大させることができる。
【０１２２】なお、このスポンジ部材９５を設ける代わ
りに、内視鏡２の自重によりこの内視鏡２が埋没する程
度の硬度を有するゲル状の冷却媒体を用いても同様の作
用及び効果を得られる。この場合には冷却のために液体
を使用しないので、液体の拭き取り等の手間を省ける。
【０１２３】図１７は冷却機能を備えたスコープハンガ
ーの構成を説明する図である。図に示すように本実施形
態に置いてはスコープハンガー１００には内視鏡２の操
作部１１を保持する保持部１０１が設けられている。こ
の保持部１０１は、前記操作部１１の外表面との接触面
積が大きくなるよう、この操作部１１の外形形状と略同
様の曲面で形成されている。
【０１２４】また、前記保持部１０１を、前記操作部１
１の弾性変形可能な部材で形成されている操作部折れ止
め部材７ｂをも保持するようにしてもよい。このことに
よって、保持部１０１の接触面積がさらに大きくなる。
【０１２５】また、前記保持部１０１を弾性変形可能な
部材で形成し、この保持部１０１に操作部１１を載置さ
せた際、この内視鏡２の自重によって保持部１０１が変
形して操作部１１の外表面に密着する構成にしてもよ
い。
【０１２６】前記保持部１０１は、前記操作部１１や操
作部折れ止め部材７ｂ等の外表面を形成する樹脂等から
なる材質よりも、熱伝導率が高い樹脂材料や、非常に熱
伝導率の高い例えばアルミニウム等の金属材料で、かつ
高圧蒸気滅菌可能な材料により形成されている。
【０１２７】また、この保持部１０１は、それ自体の容
積を大きくしたり、保持部１０１が固定される支持部材
１０２の熱伝導率を、前記保持部１０１と同じ又はさら
に良好な材料で構成し、保持部１０１と支持部材１０２
との接触面を設けて保持部１０１と支持部材１０２との
合計での容積を大きくさせることにより、吸収できる熱
容量が大きく構成される。
【０１２８】前記保持部１０１と支持部材１０２とは着
脱自在に構成されており、保持部１０１は支持部材１０
２から取り外して内視鏡２とともに高圧蒸気滅菌可能に
構成されている。保持部１０１や支持部材１０２に前述
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した放熱フィン９４を設ける構成にしてもよい。
【０１２９】ここで、内視鏡２の冷却作業について説明
する。内視鏡２及び保持部１０１の高圧蒸気滅菌が終了
したなら、保持部１０１を支持部材１０２に接続し、内
視鏡２の挿入部１０を伸ばした状態になるように設置す
る。このことにより、検査準備の間、内視鏡２はスコー
プハンガー１００に保持される。
【０１３０】内視鏡２の熱は、操作部１１や操作部折れ
止め部材７ｂを介して熱伝導性の良い保持部１０１に伝
導され、更に支持部材１０２に伝導されて外気に放射さ
れて内視鏡２が冷却される。
【０１３１】このように、スコープハンガーの保持部
や、支持部材を、内視鏡の外表面を形成する材質より
も、熱伝導率が高い部材で構成したことによって、内視
鏡をスコープハンガーにかけた状態で効率よく内視鏡の
冷却を行うことができる。
【０１３２】また、挿入部が直線化された状態で冷却さ
れるので冷却によって曲がり癖がつくことを防止するこ
とができる。
【０１３３】さらに、保持部が高圧蒸気滅菌可能なの
で、検査直前まで滅菌状態を保つことができる。
【０１３４】なお、前記保持部１０１に温度検知手段及
び告知手段を設けるようにしてもよい。
【０１３５】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【０１３６】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【０１３７】（１）内視鏡と、この内視鏡の温度を測定
する温度検知手段と、この温度検知手段で得られた測定
値を基に、前記内視鏡の温度が内視鏡が使用可能な状態
であるか否かを判断するための情報を告知する告知手段
と、を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【０１３８】（２）前記温度検知手段及び前記告知手段
を一体にした内視鏡温度測定装置を具備する付記１記載
の内視鏡システム。
【０１３９】（３）前記温度検知手段及び前記告知手段
を、前記内視鏡に組み合わせて使用され、内視鏡検査前
に使用される機器の何れかに設けた付記１記載の内視鏡
システム。
【０１４０】（４）前記温度検知手段は、前記内視鏡の
挿入部の少なくとも一部の外表面の温度を測定する付記
１記載の内視鏡システム。
【０１４１】（５）前記温度検知手段は、所定部位の温
度を測定する付記１記載の内視鏡システム。
【０１４２】（６）前記温度検知手段は、前記内視鏡の
挿入部先端側に設けられた湾曲部より先端側の温度を測
定する付記５記載の内視鏡システム。
【０１４３】（７）前記機器は、内視鏡画像のホワイト
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バランスを設定するためのホワイトバランス設定基準観
察対象部材である付記３記載の内視鏡システム。
【０１４４】（８）前記機器は、前記内視鏡を保持する
内視鏡保持装置である付記３記載の内視鏡システム。
【０１４５】（９）前記温度検知手段は、非接触型の温
度センサである付記１記載の内視鏡システム。
【０１４６】（１０）温度検知手段を有する内視鏡と、
この内視鏡若しくは内視鏡に接続される外部装置の少な
くとも何れかに前記内視鏡の温度が使用可能な状態であ
るか否かを判断するための情報を告知する告知手段と、
を具備する付記１記載の内視鏡システム。
【０１４７】（１１）前記温度検知手段で測定された温
度データを予め設定した設定値と比較する比較手段を有
し、前記告知手段は、前記比較手段の比較結果に基づ
き、前記内視鏡の温度が使用可能な状態であるか否かを
告知する付記２又は付記１０記載の内視鏡システム。
【０１４８】（１２）前記比較手段の比較結果が使用可
能な状態でない場合、前記内視鏡及び外部装置を使用不
能にする強制停止手段を具備する付記１１記載の内視鏡
システム。
【０１４９】（１３）前記温度検知手段で測定された温
度データに基づいて、前記内視鏡の温度が使用可能な状
態に下がるまでに要する時間を算出する時間算出手段を
有し、前記告知手段は、前記時間算出手段で算出した時
間を告知する付記２又は付記１０記載の内視鏡システ
ム。
【０１５０】（１４）内視鏡を冷却する内視鏡の冷却装
置において、少なくとも挿入部の一部を収納可能なケー
ス本体と、冷却媒体と、この冷却媒体を前記ケース本体
収容部に導入する導入手段と、を具備する内視鏡冷却装
置
（１５）前記挿入部の所定位置を直線形状又は所定の曲
げ形状に保持する規制部を有する付記１４記載の内視鏡
冷却装置。
【０１５１】（１６）内視鏡の温度を測定する温度検知
手段と、この温度検知手段で得た温度データを基に、前
記内視鏡の温度が使用可能な状態であるか否かを判断す
るための情報を告知する告知手段と、を有する付記１４
記載の内視鏡冷却装置。
【０１５２】（１７）前記内視鏡の高圧蒸気滅菌を行う
際、前記内視鏡を収容する内外が非気密に形成された高
圧蒸気滅菌用収納容器を、収容可能に形成したケース本
体を備える付記１４記載の内視鏡冷却装置。
【０１５３】（１８）細長で軟性の挿入部を有する内視
鏡を収容して冷却する冷却容器において、前記内視鏡の
挿入部の外表面の少なくとも一部に密着する密着面部を
具備する冷却容器。
【０１５４】（１９）前記密着面部に前記挿入部を強制
的に冷却する冷却部を具備する付記１８記載の冷却容
器。
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【０１５５】（２０）前記密着面部は、液体が浸透して
含有可能で、内視鏡の自重によって表面形状が変形可能
な多孔質材料で形成される付記１９記載の冷却容器。
【０１５６】（２１）前記冷却媒体は、前記内視鏡の自
重により表面形状が変形可能なゲル状材料である付記１
９記載の冷却容器。
【０１５７】（２２）前記密着面部を、この密着面部に
密着する前記挿入部外表面の熱伝導率よりも高い材料で
形成した付記１８記載の冷却容器。
【０１５８】（２３）蒸気滅菌に耐性を有する材料にて
形成した付記１８記載の冷却容器。
【０１５９】（２４）前記挿入部の所定の位置を直線形
状又は所定の曲げ形状に保つ保持手段を有する付記１８
記載の冷却容器。
【０１６０】（２５）細長で軟性の挿入部を有する内視
鏡を、前記挿入部を直線化した状態で保持する内視鏡保
持装置において、前記内視鏡の少なくとも一部を保持す
る保持部を支持部材に対して着脱自在に設け、この保持
部に前記内視鏡外表面の少なくとも一部に接触する接触
部を設け、この接触部を熱伝導率が前記内視鏡外表面よ
りも高く、高圧蒸気滅菌に耐性を有する部材にて形成し
た内視鏡保持装置。
【０１６１】（２６）前記保持部の熱容量を、内視鏡の
熱容量よりも大きく形成した付記２５記載の内視鏡保持
装置。
【０１６２】（２７）前記保持部を支持部材に接触させ
て接続し、この支持部材を前記保持部よりも熱容量を大
とし、前記接続部における支持部材の外表面を熱伝導性
の高い部材にて形成した付記２５記載の内視鏡保持装
置。
【０１６３】（２８）前記保持部を前記内視鏡の操作部
の把持部外形状に沿った形状に形成した付記２５記載の
内視鏡保持装置。
【０１６４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、特
別なオートクレーブ装置が不要で、高圧蒸気滅菌後に内
視鏡の温度が使用可能な状態であるか否かの確認を確実
かつ容易に行える互換性に優れた内視鏡システムを提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図３は本発明の第１実施形態に係
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り、図１は内視鏡装置の概略構成を説明する図
【図２】ホワイトバランス調整に用いる温度測定装置付
きホワイトバランスキャップを示す図
【図３】ホワイトバランスキャップの構成を説明する図
【図４】温度測定装置付きホワイトバランスキャップの
他の構成を説明する図
【図５】図５及び図６は本発明の第２実施形態にかか
り、図５はカートに設けたスコープハンガーと内視鏡と
を説明する図
【図６】図５のＡ－Ａ線断面図であり、スコープハンガ
ーに設けた温度センサと内視鏡との関係を説明する図
【図７】本発明の第３実施形態にかかるリークテスター
を説明する図
【図８】本発明の第４実施形態にかかる内視鏡システム
の他の構成例を説明する図
【図９】図９及び図１０は高圧蒸気滅菌工程後に高温と
なっている内視鏡を冷却する冷却装置に係り、図９はト
レイと送気ポンプとの関係を説明する図、
【図１０】収納ケースに内視鏡を収納した状態を示す図
【図１１】高圧蒸気滅菌工程後に高温となっている内視
鏡を冷却する冷却用収納容器の構成を説明する図
【図１２】図１２及び図１３は高圧蒸気滅菌工程後に高
温となっている内視鏡を冷却する内視鏡冷却装置に係
り、図１２は内視鏡冷却装置の構成を説明する図
【図１３】挿入部規制部の構成を説明する図
【図１４】図１４及び図１５は高圧蒸気滅菌工程後に高
温となっている内視鏡を冷却する冷却容器に係り、図１
４は冷却容器の構成を説明する図
【図１５】図１４のＣ－Ｃ断面図
【図１６】冷却容器の他の構成を説明する図
【図１７】冷却機能を備えたスコープハンガーの構成を
説明する図
【符号の説明】
１０…挿入部
２１…ホワイトバランスキャップ
２２…筒状部
２３…被写体部
２４…赤外線温度センサ
２５…制御部
２６…表示部

【図６】 【図１３】 【図１５】
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